
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成25年２月13日

【四半期会計期間】 第36期第３四半期(自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日)

【会社名】 カネソウ株式会社

【英訳名】 KANESO Co.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　近　藤　健　治

【本店の所在の場所】 三重県三重郡朝日町大字縄生81番地

【電話番号】 059(377)4747(代表)

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理本部長　南　川　智　之

【最寄りの連絡場所】 三重県三重郡朝日町大字縄生81番地

【電話番号】 059(377)4747(代表)

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理本部長　南　川　智　之

【縦覧に供する場所】 株式会社名古屋証券取引所

　 　(名古屋市中区栄三丁目８番20号)

　

EDINET提出書類

カネソウ株式会社(E01448)

四半期報告書

 1/15



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第35期
第３四半期
累計期間

第36期 
第３四半期 
累計期間

第35期

会計期間

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　12月31日

自　平成24年 
　　４月１日 
至　平成24年 
　　12月31日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成24年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,896,0225,269,7877,002,695

経常利益 (千円) 85,581 340,125 255,636

四半期(当期)純利益 (千円) 15,647 211,878 104,272

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,820,0001,820,0001,820,000

発行済株式総数 (株) 14,400,00014,400,00014,400,000

純資産額 (千円) 13,443,04513,535,26213,536,222

総資産額 (千円) 15,367,84815,462,48415,605,136

１株当たり四半期(当期)純利
益

(円) 1.10 14.88 7.32

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 7.50 7.50 15.00

自己資本比率 (％) 87.5 87.5 86.7

　

回次
 

第35期
第３四半期
会計期間

第36期
第３四半期
会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 4.16 7.75

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載を省略しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

当社は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表[注記事項]（セグメント情報等）」に記載のとおり、単

一セグメントであるため、財政状態及び経営成績の分析は製品分類別に記載しております。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間における国内経済は、これまで復興需要などもあり緩やかな回復基調で推移しま

したが、海外経済の減速を受けて輸出や生産の減少から景気停滞の状況が見られるようになりました。デフ

レ基調は続くものの直近では円高の定着からの反転や株価の上昇もありますが、総じて厳しい状況にあり

ました。建設関連におきましては、公共事業、住宅投資などの民間工事が持ち直していることから、全般に回

復基調を維持してきました。その結果、売上高は52億69百万円(前年同四半期比7.6％増)となりました。製品

分類別における状況は次のとおりであります。鋳鉄器材は建築関連が堅調でありましたことから排水関連

製品が増加し、設備資材関連や外構、景観関連製品も増加したことから、16億96百万円(同6.5％増)となりま

した。スチール機材は設備工事の改善や福祉関連製品が増加し、10億3百万円(同5.8％増)となりました。製

作金物は建築、外構工事が堅調でありましたことから建築金物等が増加したことと免震関連製品も増加し、

21億8百万円(同12.7％増)となりました。その他は土木向けが増加しましたが、建機、機械向け製品の海外需

要の減速から、4億61百万円(同4.6％減)となりました。

利益につきましては、販売価格が厳しい市場競争の環境にありますが、販売量の増加による生産の増加や

操業度の向上、及び材料価格が低位にありましたことから、売上総利益は17億79百万円(同18.8％増)となり

ました。また販売費及び一般管理費につきましても販売費用の増加はありますが諸経費の低減に努め、営業

利益は3億68百万円(同240.2％増)となりました。営業外収支につきましては金利が引き続き低位にある中

で受取利息等の収益は限られたものとなりました。その結果、経常利益は3億40百万円(同297.4％増)とな

り、四半期純利益は2億11百万円(同1,254.1％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の財政状態は、総資産は前事業年度末に比べ1億42百万円減少し154億62百万円

となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べ17億5百万円増加し97億42百万円となりました。その主な要因は、受取手

形及び売掛金が1億96百万円減少しましたが、現金及び預金が１年以内満期の長期預金の増加等により17億

20百万円、たな卸資産が仕入の増加により2億円それぞれ増加したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ18億48百万円減少し57億20百万円となりました。その主な要因は、有形

固定資産が償却の進捗等により1億1百万円、長期預金が1年以内への振替により17億50百万円それぞれ減少

したこと等によるものであります。

負債は、前事業年度末に比べ1億41百万円減少し19億27百万円となりました。その主な要因は、買掛金が43

百万円増加しましたが、未払法人税等が59百万円、賞与引当金が31百万円、流動負債のその他が未払金の減

少等により86百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ0百万円減少し135億35百万円となりました。その主な要因は、四半期純利

益の計上が2億11百万円ありましたが、配当金の支払が2億13百万円あったこと等によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

　当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は38百万円であります。なお、当第３四半期累計期間において、

当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,400,00014,400,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 14,400,00014,400,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日
～平成24年12月31日

― 14,400,000 ― 1,820,000 ― 1,320,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 159,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,232,000
14,232 ―

単元未満株式
普通株式

9,000
― ―

発行済株式総数 14,400,000― ―

総株主の議決権 ― 14,232 ―

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

カネソウ株式会社
三重県三重郡朝日町大字
縄生81番地

159,000― 159,000 1.10

計 ― 159,000― 159,000 1.10

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　
３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準        0.4％

売上高基準      0.1％

利益基準        0.6％

利益剰余金基準  0.5％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第3四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,410,946 7,131,349

受取手形及び売掛金 ※
 1,587,504

※
 1,391,269

製品 501,191 650,283

仕掛品 80,359 107,674

原材料及び貯蔵品 376,335 400,899

その他 80,951 61,407

貸倒引当金 △798 △697

流動資産合計 8,036,491 9,742,187

固定資産

有形固定資産

土地 1,735,723 1,733,768

その他（純額） 1,349,495 1,249,734

有形固定資産合計 3,085,218 2,983,502

無形固定資産 3,882 1,960

投資その他の資産

投資有価証券 60,324 60,948

長期預金 3,950,000 2,200,000

その他 481,219 485,885

貸倒引当金 △12,000 △12,000

投資その他の資産合計 4,479,544 2,734,833

固定資産合計 7,568,645 5,720,296

資産合計 15,605,136 15,462,484

負債の部

流動負債

買掛金 290,911 334,344

未払法人税等 123,250 63,631

賞与引当金 47,676 15,725

その他 322,597 236,327

流動負債合計 784,436 650,029

固定負債

退職給付引当金 301,066 297,590

役員退職慰労引当金 393,851 381,637

その他 589,559 597,965

固定負債合計 1,284,478 1,277,192

負債合計 2,068,914 1,927,221

純資産の部

株主資本

資本金 1,820,000 1,820,000

資本剰余金 1,320,000 1,320,000

利益剰余金 10,454,194 10,452,472

自己株式 △68,685 △68,917

株主資本合計 13,525,508 13,523,554

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,713 11,707

評価・換算差額等合計 10,713 11,707

純資産合計 13,536,222 13,535,262

負債純資産合計 15,605,136 15,462,484
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(2)【四半期損益計算書】
　【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第3四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
  至 平成23年12月31日)

当第3四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
  至 平成24年12月31日)

売上高 ※
 4,896,022

※
 5,269,787

売上原価 3,397,563 3,490,191

売上総利益 1,498,458 1,779,595

販売費及び一般管理費 1,390,033 1,410,681

営業利益 108,424 368,914

営業外収益

受取利息 16,603 18,664

受取配当金 1,428 1,432

不動産賃貸料 14,270 14,236

その他 12,050 9,698

営業外収益合計 44,352 44,030

営業外費用

支払利息 13,491 13,284

売上割引 47,923 54,316

その他 5,780 5,218

営業外費用合計 67,195 72,819

経常利益 85,581 340,125

特別利益

固定資産売却益 56 －

特別利益合計 56 －

特別損失

固定資産除却損 216 －

減損損失 － 1,955

特別損失合計 216 1,955

税引前四半期純利益 85,421 338,170

法人税、住民税及び事業税 29,681 100,187

法人税等調整額 40,092 26,104

法人税等合計 69,774 126,291

四半期純利益 15,647 211,878
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【会計方針の変更】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 52,070千円 42,713千円

 

(四半期損益計算書関係)

※　前第３四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自　平成

24年４月１日　至　平成24年12月31日)

当社の売上高は、第３四半期会計期間以降に受注が増加するため、第３四半期累計期間の売上高が第２

四半期会計期間以前の四半期会計期間の合計と比較して多くなる傾向にあります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 180,780千円 157,784千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 106,804 7.50平成23年３月31日 平成23年６月29日

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 106,800 7.50平成23年９月30日 平成23年12月９日

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 106,800 7.50平成24年３月31日 平成24年６月29日

平成24年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 106,800 7.50平成24年９月30日 平成24年12月10日

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、建築・福祉・緑化・都市景観整備関連製品の製造及び販売をその事業としており、単一セグメ

ントであるため、記載を省略しております。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1円10銭 14円88銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 15,647 211,878

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 15,647 211,878

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,240 14,239

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第36期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当について、平成24年11月９日開催の取締

役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議し、配当を行いました。

①  配当金の総額                                  106,800千円

②  １株当たりの金額                                　7円50銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　平成24年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月12日

カネソウ株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    松    真    人    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    内    山    隆    夫    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネ
ソウ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第３６期事業年度の第３四半期会計期間(平

成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31
日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カネソウ株式会社の平成24年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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